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〈論文〉
正規就業と性別役割分業意識が家事分担に与える影響11lNFRJ08
を用いた分析
〈要旨〉本稿の目的は、現代の日本における家事分担の規定要因を、女性の就業形態と家族に関する意識に着目し、第三回家族についての全国調査
(ZE
』。∞)のデー
タを用いて、計量的に明らかにすることである。特に、労働市場において中核的な働き方である正規就業と性別役割分業意識が家事分担 与える影響 焦点をあてる。
これまで、家事分担の規定要因として、栢対的資源仮説、時間制約仮説、性役
割イデオロギー仮説、ニーズ仮説が主に検討されてきた。そのうち、相対的資源仮説と時間制約仮説の変数としては、夫婦の収入差や学歴、労働時間などが、夫の家事時間や頻度に影響を与えるということが、 されてきた。本稿では、妻の従業上の地位による差異仮説、性役割イデオロギー仮説、性別
役割ハ量一用意識 従業上の地位による差異仮説の三つ 焦点をあて、さらに夫の家事頻度だけでなく、妻の家事頻度や夫の相対的な家事分担割合の規定要因の分析をおこなった。その結果、正規整宋の妻は、無職の妻より家事頻度が低いがこれは女性回答のみにあてはまること、パート就業 妻は無職の妻 比べて有意に家
乾
順
子
事頻度、か減らないこと、その夫は家事頻度が増えないとと、分業を肯定している夫は家事頻度が低いこと、情緒的サポートを行う夫は家事頻度も高いこと、そして、分業を肯定している正規就業の妻は、肯定していない委に比べて家事頻度が高いことが明らかとなった。正規就業の委の家事頻度が、性別役割分業意識によって差異化されているという結果が、本稿で得られた新たな知見である。キーワード
性別分業、家事頻度、家事分担割ム口、正規就業、性別役割分業意識
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一.問題設定本稿の目的は、現代の日本における家事分担の規定要因を、女性の就
業形態と家族に関する意識に着目し、全国規模の調査デ
1
タを用いて、
計量的に明らかにすることである。特に焦点をあてるのは、女性の正規就業と性別役割分業意識が家事分担に与える影響である。性別ハ轟木は、近代家族を特徴づけるものの一つであり、その実態とそれを支える要因の解明は、 研究の主要なテ
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次世代の性別分業を考える上でも重要な課題であ 宙宮町
gι
巴宮
R
宅沼)といえる。日本においては、被雇用者としての労働市場への女性の参入は増大を
続けているが、その一方で、男性の家事分担割合は、国際的にみて非常に低い数値にとどまっている。図一は窃屯
NOBREE-
可白色
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間百開
。
g
品目同問。
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園事のデ
1
タをもとに、週あたりの夫婦の家事時聞にしめる
夫の家事時間の割合をグラフにしたもの ある。
この図をみると明らかなとおり、
一番左側の日本の男性の家事分担割
合は一
O%
程度で、この調査の対象国(地域)の中では最も低い割合に
とどまっている。同じデ
1タを用いて、家事分担に対する不公平感の国
際比較分析を行った不破・筒井(二
O
一O)
は、妻の家事分担比率が高
い園、性別役割分業意識が強い国では、実際 妻の家事負担が大きく、また、妻が長時間働い り、高学歴であっても、そのことに対して不公平感を持ちにくいということを、
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図 1 男性の家事分担時間割合
(ISSP2002 "Family and Changing Gender Role I "より作成)
にした。つまり、そもそもの家事分担比率が不平等でかつ性別分業意識が強い日本のような国では、女性は不公平感を感じにくく、それゆえ家事の大部分を担い続けてしまうという循環があるという。このような状況の中で、日本の家庭内や労働市場などにおける性別分業の実態を詳細に解明することは、その平等化に向けて 喫緊かつ継続的な課題であるといえるだろう。本稿が着目するのは、性別分業の根強い日本において、その体制に抗して正規一雇用で働く既婚女性である。開肩書(】∞∞品目
33)
はかつて、
女性の解放は、全女性、か公的産業に復帰することを第二削提条件とすと述べた。しかしながら、多くの既婚女性たちは、パートという就業形態を選択することにより、仕事も家 も負担すると う二重役割を担うこととなった。
つまり、上野(一九九
O)
の言葉を借りれば、「エンゲ
ルスのいうような 労働者化、か家父長制をゆるが という仮説はあてはまらな 」のである。では、中核的な労働市場で働いていると考えられ 正規雇用の女性た
ちはどのような家事分担 行っているのであろうか。 少なり も家事労働を免れているのであろ か。それとも、不破・筒井(二
O
一O)
が
明らかにしたように、日本 女性たちは不公平感を感じにくいため、どのような働き方をしていても、同程度に家事を担っているのであろうか。さらに、女性が働くこと、特に正規という雇用形態で働くことと性
別役割分業意識の革新化には一定 関連が予測される(末盛・石原一九九八)。すなわち、正規で働く女性は より平等志向の分業意識をもつことが予想され、その妻をもっ夫も、ハ韮来意識を平等化させ と
うことが考えられる。妻、か正規で働く夫は、性別役割分業意識を平等化させ、より家事を行い、正規で働く妻は分業意識を平等化させ、より少なく家事を行うのであろうか二.先行研究と仮説つ
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アメリカにおける家事分担の規定要因に関する研究をレビューした論
文として
goE
白血
EZE(-30)
のものが代表的である。その中では、
家事分担を規定する要因として大きく四つに整理されて その四つ
と
は
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説である。ニ
lズ説とは、家事の量が多いほどニ
1ズが高くなるた
め、夫は家事に参加する。特に子どもの数が多いほど 夫は に参加する
(95583
∞凶)。相対的資源説は、収入や教育、職業な、どの社会
経済的資源を多くもつほうが家事の負担を免れる
(Ego-
甲∞∞
u盟書白邑
ロnFH232u
回同
E23
宰)というものであり、その前提として、家事とは、
単調でつまらないものであるとされてい それゆえ、より社会経済的資源をもっほうが、勢力 もち、家事分担についての交渉に勝つことによって、家事を負担することから逃れられる。次の時間制約説は、夫婦のうち時間資源の多いほうが、より の を行う
(95583
虫
w
HNog-
甲ヨリ]州国間
53
∞∞)というものである。労働市場における労働時間
が長いほど、家で家事 行わないという、当然のよう 思われ 説である。最後が、性役割イデオロギー説であり 妻が家事に責任 もつべき
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だという価値観を持っている場合、夫の家事参加が低くなる
(24mss
日甲∞凶
u 同Non-
唱∞メ関曲目。寄∞∞)。
以上のような、アメリカにおける代表的な家事分担の規定要因についての仮説に基づき、日本においても多くの実証研究が積み重ねられてきた。一一
lズ仮説として、子どもの年齢や人数、親との同居が検討されて
きた(品田一九九六、稲葉一九九八、呂田
Eos-
唱温・永井一九九九、松
田二
OO
四、岩間二
OO
八ほか)。親との同居は、ニーズ仮説の変数で
あると同時に、代替資源仮説の変数でもある。代替資源仮説は 世帯内外で夫婦以外 家事を担当してくれる人聞が れば、男女ともに家事参加が減 いう仮説である(稲葉一九九八)。親との同居は、家事の量(ニ
1ズ)を増やすこともあれば、親が代わりに家事を分担し
てくれることによって、子世代の家事が減ることもある。相対的資源仮説としては、夫婦の収入格差や学歴が用いられ宵自
53zu
稲葉
一九九八、永井一九九九、松田二
OO
四ほか)、時間的余裕仮説として
は、妻の就労形態や夫の帰宅時間などが分析 用いられている(関曲目。3ヌ稲葉一九九八、永井一九九九、永井二
OO
て松田二
OO
四、岩
間二
OO
八)。さらにジェンダ
lイデオロギー仮説として、「男性は外で
働き、女性は家を守るべき」という意識を用いたもの(稲葉一九九八、松田二
OO
四)、複数項目の意識変数を主成分分析したもの(呂田
EoE
E遣)、学歴を代替変数としたもの( 一九九九)、複数の家族観に関する意識項目をダミ
1変数として用いたもの(岩間二
OO
八)などが
ある。
以上の四つの仮説以外に、夫婦聞の情緒関係を考慮した情緒関係仮説
24 
(稲葉一九九八)があり、これは、夫婦の情緒関係が高いほど、男性の家事参加が高まるというものである。夫婦で一緒に外出や買 物をするといった、情緒的な意味をもった共同行動が増えると、家事・育児も夫婦共同で行うこと 増加し、男性の家事参加が増大すると考えられる(稲葉一九九八)。
ここまで、国内外の家事分担についての先行研究を概観したが、本稿
では、妻の有償労働および その有償労働や家事分担と大きく関連する性別役割分業意識に着目するこ から、次に、女性 就業と家事分担の関連に関する先行研究に焦点をあてて検討していく。これらは、先にあげた相対資源仮説や時間的余裕仮説にまた る研究であるといえる。九0
年代前半には、妻の従業上の地位は夫の家事に有意な効果がない(永
井一 九二、内田
503E)
という結果、か得られていたが、二
000
年代
に入ると、
一部の家事(掃除)に効果がある(永井二
OO
一)というも
のや、妻の職業階層別にみるとフルタイム就業であることが夫 家事参加度に正の効果(専門管理職と事務職)と負 効果(サービス職)をもつという研究結果(岩間二
OO
八)も出てきている。これらの先行研究
から、さらに時を経て、女性の労働市場への参入が進んでいる現在においては、夫婦問の家事分担 平等化が進んでいると期待されるが、実際にはどうなっているのであろうか。以上のことを踏まえ、本稿では、妻の正規就業による性別役割分業意
識の革新化(末盛・石原一九九八) 着目し、妻の従業上の地位と性別役割分業意識が夫婦の家事分担に与える影響を明らかにする。それぞれが、個別に影響を与えることも考え れるが 媒介効果や交互作用効果
があることも十分に考えられるため、本稿では、これまであまり検討されてこなかった交
E
作用についても検討を行う。
本稿で検証を行う仮説は以下のとおりである。1.妻の従業上の地位による差異仮説①夫の家事頻度・割合は、妻が就業することによって増加する。(正規、パ
lト、無職の順に多くなる)
②妻の家事頻度は、妻が就業することによって減少する。
(正規、パ
1ト、無職の順に少なくなる)
2.
性役割イデオロギー仮説①夫の家事頻度・割合は、夫もしくは妻が性別役割分業を肯定しているほど減少する。
②妻の家事頻度は、妻もしくは夫が性別役割分業を肯定しているほど、
増加する。
3.
性別役割分業意識と従業上の地位による差異仮説①夫の家事頻度・割合は、妻の従業上の地位と性別役 意識の交互作用によって差異が生じる。
②妻の家事頻度は、妻の従業上の地位と性別役割分業意識 交互作用
によって差異が生じる。
三.データと変数
データ
使用するデータは、第三国家族についての全国調査(司自。∞)である。(_ 
れ
は
日
本
家
族
社
h. z;; 
学
L>、z;; 
全
国
家
族
調
査
委
員
h. z;; 
が
九
九
八
年
度
よ
り
実
施
している継続的全国調査の三回目にあたるものであり二
OO
九年一
1
二
月に実施された。対象者は日本国内に居住す 一九三六
i
一九八
O
年生
まれの個人であり、層化二段無作為抽出法 よってサンプリングされ、標本サイズは九四
OO
人、回収数は五二
O
三人、回収率は出・
5%
である。
調査は訪問留置法で実施された。対象者本人や配偶者の職業に関する情報や家事分担および家族構成の情報が豊富に得られる最新のデ
l
タであり、現在の日本における夫婦間
の家事分担を職業や意識といった要因によって明らかにするうえで有効なデ
lタであるといえる。このうち、男女とも六
O
歳以下で有配偶、男
性については有職のサンプルを分析に用いる。女性の就業と家事分担の関連に着目するため、女性の就業割合が高くなる末子七歳以上に限定
【フこ
して分析を行事つ。対象者は、男性六一五人(平均年齢苫・ま-歳)、女性六七九人(平均年齢お・
03
歳)である。(表一、二参照)
従属変数
従属変数は、週あたりの家事頻度を用いる。これは岩井(二
OO
一)
や松田(二
OO
四)に従ったものである。
間七付問一八
あなた自身と配偶者の方は、次にあげる(ア
)j(
オ)
の家事を現在どのくらいの頻度で行っていますか。(ア)「食事 用意」 、(イ)「食事のあとかたづけ」は、(ウ)「食料品や日用品の買い物」 (エ)「洗濯」は、(オ)「そうじ(部屋 風呂、トイレなど)」は、に対する回答「ほぼ毎日」に七点、「週に四
1
五」聞に品・凶点、「週に二
1
三回」に
M-u
点、「週に一回 に-点、「ほとんど行わない」に。点を与える こ 五
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項目の家事の得点を合計し、夫の家事頻度、妻の家事頻度とする。さらに、夫の家事割合として夫の家事頻度 合計得点を夫の家事頻度と妻の家事頻度の合計得点で割ったも を使用する。乙の理由は、日本におけ 先行研究は、夫の家 時間や頻度に着目したものが多い(永井一九九一一)が、夫婦聞の分業を明らかにするため は、それぞれがど 程度の家事を分担している か、さらに相対的な割合がどの程度であるかを規定する要因を明らかにすることが ぞましい宵
503
∞∞
w 豆島自己巴告白ニ唱ヱ)
と考えられるからであ 。
独立変数
まず、妻の現在の従業上の地位である。正規、パ
l
ト、自営家族、無
職の四つに分類し、それぞ をダミ
I
変数として用いる。その内訳は、「正
規」
H経営者・役員、常時雇用されている一般従業者、「パ
l
ト」
H
臨
時雇い・パ
l
ト・アルバイト、派遣社員・契約社員・嘱託社員、「自営
家族」H自営業主・自由業者、自営業の家族従業者、内職 「無職」H無職である。次に性役割イデオロギー仮説を検証するものとして、性別役割ハ韮宋肯定主成分を用いる。間八の(ア)男性は外で働き、女性は家庭を守るベきである。(イ)子どもが三歳くらいまで 、母親は仕事をもたず育児に専念すべきだ。(ウ)家族を(経済的に)養うのは男性の役割だ。の二項目に対する回答、
一そう思う、二どちらかといえばそう思う、三ど
ちらかといえばそう思わない、四そう思わない、を止同定するほど得点が高くなるよう 反転 る。以上の三項目を主成分分析したものを性別役
? ?
割分業肯定主成分とする。
26 
夫婦の情緒関係を示す変数として、情緒的サポート主成分を用いる。問七付問一七の(ア)配偶者は、わたしの心配ごとや悩みごとを聞いて
くれる。(イ)配偶者は、わたしの能力や努力を高く評価してくれる。(ウ)配偶者は、わたしに助言や ドバイスをしてくれる。の三項目に対する回答、
一あてはまる、こどちらかといえばあてはまる、三どちらかとい
えばあてはまらない、四あてはまらない、を肯定するほど得点が高くなるように反転する。以上の三項目で主成分分析 たものを情緒的サボ
l
? ?
ト主成分とする。
その他のコントロール変数として、以下のものを用いる。ニーズ仮説・
代替資源仮説にも づくものとして 子どもの数、末子年齢、母親との同居ダミ
l、相対的資源仮説にもとづくものとして、夫教育年数、夫婦
の教育年数差、妻収入、夫婦の収入差を用い 時間制約仮説にもとづくも として、夫の労働時聞を用い、さらに階層をコントロールするのとして、夫の職業階層をダミ
l
変数として用いる。各変数の記述統計
や度数分布は以下 とおりである。表一は記述統計であるが、上半分が男性回答者、下半分が女性回答者によるものとなっている。男性回答者の夫家事頻度の平均値 品・∞虫妻家事頻度平均値は巴
-M主である。夫の家事割合の平均値はロ-NE%
となっている。それに対し 、女性回答者の夫家事頻度の平均値は
u・ 0足、
妻家事頻度の平均値は国・合唱である。 家事割合は∞・∞官%となっおり、男女で比較す と、それぞれ自分自身 頻度 多め 回答る傾向があるようである。
記述統計
室塗鍾差
6.379 
6.317 
14.640 
6.410 
6.733 
2.081 
2.274 
330.857 
193.517 
1.652 
0.895 
0.916 
霊釜畳差
4.127 
5.644 
11.502 
6.333 
6.651 
1.985 
2.236 
335.676 
186.743 
1.844 
1.041 
0.949 
ka晶一一
-BOE---5
健
-44
一15683716-
倍
-294
一336903040
M一109一56
引
281907一別-335一687023624
蛤
-822 9066
・
911一HE--048一01S84911
1ドh-
一，
nu
凋咋・--ド.--
平一.92一080347900一平-398一B703
川
7
且
OO
----n441
一F34 41a
斗
41-iE
内4-a
斗
41-42'a
『
41--
一
自
-oom
一009 一白-003一3095
大一
ool
一097805575一大一506一0458α057
』口一EE旧一63121125
〓u-355一63152125
EE33
日一
1111-EE236
一
111
挫000
一ω7
寸9制03認証
omo
一幻
7寸9叩0。ぉ
表 1
凶
0-
。。民
Jd》。，
4-=E
民
u
民
u
民
Juw
民
υ
民
u
民
u
民
u
民
Juw
民
υ-
凶o-τtQu
民
Juどu=悶
G
》。
u
。
dQν
。凶
qu
。
MQu
。》
月汁寸1H臼-019
司
111111111-
吋寸
喰呈
aUaUFo
司
aUaUau
《。
au"
。
aUauaU-
唱塁"。
auaU
日悶
aUau"
。
aUaU"
。《。"。
aU
塁盤
夫家事頻度
妻家事頻度
夫相対的家事割合
年齢
末子年齢
夫教育年数ー妻教育年数
夫教育年数
夫収入ー妻収入
妻収入
夫一日あたり労働時間
情緒的サポート主成分
箆型盆劃盆茎宣定主成分
室盤一一一
夫家事頻度
妻家事頻度
夫相対的家事割合
年齢
宋子年齢
妻教育年数一夫教育年数
夫教育年数
妻収入一夫収入
妻収入
夫一日あたり労働時間
情緒的サポート主成分
性別役割分業肯定主成分
回答者の年齢は、男性が三
O
から六
O
歳、女性は一三歳から六
O
歳で
ある。末子年齢は、男性回答で七歳から三九歳、女性回答で七歳から三四歳である。夫の教育年数と妻の教育年数の差は
C-s-
年と。・
2a
年で、
夫のほうがやや長くなっている。夫収入と妻収入の差は、約四五
O
万円
と四一四万円で夫のほうが多く 妻収入の平均は一七
01
一八
O万円程
度である。夫の一日あたりの労働時間は、片道の通勤時聞を加えると平均で一
0時間程度となっている。
J情
緒
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ポ
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成
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別
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割
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分
っ
し、
て
は
ど
ち
ら
も男性回答のほうが平均得点が高くなっている。表二は、独立変数の度数分布を示したものである。左半分が 回答、右半分が女性回答である。子ども 人数の最頻値は二人で、最も多く、半数以上を占めており、回答者の大多数が、子どもが三人以内である。親との同居については、男性回答では、区・唱%が自分 親と同居している。妻の母親と同居し いるのは
a・凶%である。女性回答では、
MM
・品%
が夫の母 同居している。自分 母親と同居している は、唱・唱%である。男女どちら 回答 お も 夫の母親と 同居率 高くなっている。夫の職業については、男女どちらの において・も、専門管理が最も多くなっており、次 で、技能労務、事務営業 順 なっている。農業漁業が最も割合が低い。妻の従業上の地位については、男女どちらの回答においても、パートが最も多く、四割程度を占めている。次いで 無職、正規の順となっおり、自営家族 か最も少ない。分析対象者は以上のような構成になって、・
3
。
???
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28 
四分析それでは、分析に入っていこう。図二、図三は、従属変数の家事項目
度数分布
男性 女性
N % 累積% N 事告 累積%
子どもの数
1 人 77 12.5 12.5 88 13.0 13.0 
2人 354 57.6 70.1 380 56.0 68.9 
3人 166 27.0 97.1 182 26.8 95.7 
4人 15 2.4 99.5 27 4.0 99.7 
5人 3 日目5 100目。 2 0.3 100.0 
自分の母と同居していない 462 75.1 75.1 612 90.1 90.1 
自分の母と同居 153 24.9 100目。 67 9.9 100.0 
義理の母と同居していない 576 93.7 93.7 527 77.6 77.6 
義理の母と同居 39 6.3 100.0 152 22.4 100.0 
夫職業
専門管理 235 38.2 38.2 252 37.3 37.3 
事務営業 99 16.1 54.3 105 15.5 52.8 
販売サービス 75 12.2 66.5 88 13.0 65.8 
技能労務 181 29.4 95.9 212 31 目4 97.2 
農業漁業 25 4.1 100目。 19 2.8 100.0 
妻従業上の地位
正規 136 22.1 22.1 155 22.8 22.8 
I~ート 246 40.0 62.1 290 42.7 65.5 
自営家族 61 9.9 72.0 71 10.5 76 日
無職 172 28.0 100.0 163 24.0 100.0 
N 615 679 
別に夫と妻の週あたりに行う平均回数をグラフにしたものである。男性回答でも女性回答でも、妻は食事用意、後片付けを週に平均六.
五回程
度行い、洗濯も六 強、買い物とそ じは五回程度行っている。それに対して、夫の家事頻度は低調であ 、いずれの家事についても週に一回するか ないかである。特に女性回答の夫の家事頻度平均値はすべて一回未満となっている。次に妻の従業上の地位別の家事頻度を見ていこう。図四は、妻の従業上の地位別に夫が週あたりに行う家事頻度の平均値を示したものである。ど 家事項目においても 妻が正規において 夫の家事頻度が高くなっており、特に食事後片付けと食事用意が多くなっている。図五は、妻の従業上の地位別の妻の家事頻度を家 項目別 示したものである。こちらは、どの家事項目 おいても正規就業のもの おいて最 頻度が
表 2
低くなっている。次に、重回帰分析を用いて、夫婦の家事分担の規定要因を分析していこう。まず、夫の相対的な家事割合を従属変数 した分析を行う。モデルーにはコントロール変数と妻 従業上の地位を投入 、モデル
E
には
モデ
Iに情緒サポート主成分と性別役割ハ韮未肯定主成分を投入し、最
後に 直 、さらに妻 従業上の地位と性 役割分業肯定主成分の交互作用項を投入していく。分析結果は、表三のとおりである。左半分は男性回答、右半分は女性回答 よるも であり、係数はすべて非標準化係数である。
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図 4 妻の従業上の地位別夫の家事瀕度(男性回答)
???週あたり回数
-無職
日正規
園パート
図自営家族
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図 5 妻の従業上の地位別妻の家事頻度(女性回答)
表 3 夫の相対的な家事割合の規定要因
???週あたり回数
田夫
日妻
o 
b 式~'" $? .食品J
4緊.~'" ~ 守札・~- ...:~静
場f
図 2 家事頻度平均値(男性回答)
???週あたり回数
国夫
ロ妻
。
喝r ろ命令中、E 者、‘;". -!1fi 4島 ~φ崎~ .，，!静
場f
図 3 家事頻度平均値(女性回答)
ー0.018 -0.148 -0.168 
0.250 0.066 0.064 
0.001 0.001 0.001 
息製2民主主一一』品Q1L主主一_Q，QJ..Q_主主
金主主ι主主一二息笠土主主一二生鐙旦紳
0.088 -0.017 -0.053 
0.125 -0.239 目。 205
1.993 1.580 1.471 
1.010 0.233 0.630 
1.996 1.494 0.875 
-0.475 -0.080 0.206 
-3.118 + -2.860 -2.725 
2.207 申申 2.137 * 
-1.157 • 0.367 
-3.217 ヰ申
-1.667 
0.467 
637 637 637 
3067.02 3039.00 3037.57 
5.338 .* 6.744 *. 6.163 .キ
0.098 0.140 0.146 
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とのや調整済み
R二乗の値から、男女の回答ともに、モデル皿が採択
される。男性回答についてみていくと、末子年齢が高いこと、夫の母と同居していること、夫の労働時聞が長いことは負の効果があり、妻の従業
上
の
地
位
は
夫
の
相
対
的
な
家
事
割
メ合、
I=t 
効
果
が
な
し、
妻
の
年
収
は
。
% 
水準ではあるが、正の効果がある。夫の性別役割分業肯定主成分は負の効果があり、性別役割ハ韮未を肯定している夫は家事 合が低い傾向にある。これは先行研究にも合致する結果である。しかしながら 情緒的サポート主成分については、有意な効果がない。
次に、女性回答について見ていくと、夫の母親同居、夫の労働時聞が
夫の家事割合を減らす効果をもっており、反対に妻の収入は夫の家合を増やす効果をもっている。また、情緒的サポート主成分の得点が高いほど、 は増加する。さらに 妻、か 規で 別役割分業を肯定していると夫の家事割合は減少する。モデル
H
では、性別役割分業
肯定主成分が有意な負 持 たが、
E
ではその主効果
が消えている。モデル
E
の主効果は、特に、正規で働く妻のうち、性別
役割分業を肯定する者において、夫の家事割合が低下することの効果が示していたものと えるだろう。つまり、家事割合は、妻、か正規の場に、妻の性別役割分業意識によって差が生じるが、妻がパ
l
トや自営家
族の場合には、妻の分業意識によって差がないのである。
これまでみてきたように、夫の相対的家事割合の規定要因については
明らかとなったが、その内訳はどのよう な る であろうか。つまり、夫の家事割合 増加する要因として、夫の家事の絶対量が増えるか、妻の絶対的な家事頻度が低下するということが考えられ 。これら
夫の家事頻度の規定要因
従属変数・夫家事頻度
(定数)
ヱーズ仮説
末子年齢 -0.071 + -0.058 -0.061 -0.032 -0.048 + -0.044 + 
子どもの人数 .._ _..................:::\H~?~ ・ .......~!t~.?~...............::Q，~~?...~.................~!!，!!.~.~...............~Q，Q~.~............. ~.9.，9.?Q.. 
代替資源仮説
夫の母同居ダミー 一日 091 -0.119 -0.179 ー1.165 紳ー1.152 紳-1.122 紳
一重役最聞民主仁三工士一 一一一---------二日銀山…一二.1Æl.三一一二1.5弘 一占 e一v一J二E旦Qη1(l.技.L一…凶一…由一目一二_-:9.2~匁1一一
相対的資源仮説
本人教育年数一配偶者教育年数 0.252 -0.194 -0.179 -0.010 -0.061 -0.069 
夫教育年数 0.260 0.200 0.188 0.062 -0.010 -0.01 日
本人収入ー配偶者収入 ー0.001 0.000 -0 ∞ 1 0.000 0.000 0.000 
ー室空I収 ......司..........._...............__ _......!!&9_~..:'_....._.._..Q ，QQ1....._.............Q，9.9.?........................Q，QQ1. 紳 .9...9_Q?'.._*..._.._..___Q,QQ.L:' 
時間制約仮説
去一日あたーり!労働時開ーーー ー _~iHH. 士 二Q，m..~ ー ~_9_.1.9_7_主 _...._....._~_Q，m_ 料 _~_9_._?J.1_ 榊 ー0.328 紳.
夫階層
夫専門管理ダミー (ref)
夫事務営業ダミー
夫販売サービスダミー
夫技能労務ダミー
ま皇茎笠三三
妻従業上の地位
妻無職ダミー (ref)
妻正規ダミー
妻パートダミー
童窒韮乏三ニ
夫婦関係良好主成分(本人回答)
性別役割分業宵定主成分{本人回答)
妻E規×性別役割分業肯定主成分
妻パートx性別役割分業肯定主成分
妻家族従業者×性別役割分業官官主成骨
N 608 
AIG 2240.96 
F値 2.855 料
調整済みR2乗 0.047 
料p<0.01.*p<0.05.+p<0.1 (注)数値は非標準化偏回帰係数
女性回答
モデルE モデルm
6_822 * 6_823 水本
表 4
男性回答
モデル I モデルE モデルm
8.082 ホ 8359 * 9~30 + 
モデル I
5.071 ホ
0.128 
0.048 
0.619 
0.072 
0.134 
0.038 
0.651 
-0.066 
0_129 
0.174 
0.793 + 
0.206 
-0.920 
0.704 
-0.070 
-2.128 
-0.835 
0.792 
0.020 
-2.076 
-0.923 
0.785 
0.036 
-2.093 
30 
0.206 
0.118 
-0.834 
0.923 * 
0.157 
-0.924 + 
-0.511 
0.206 
643 
1768.13 
5.124 ホキ
0.119 
0.385 
0.039 
-0.864 
0.944 * 
-0.289 + 
0.521 
-0.123 
-0.952 
643 
1767.14 
5.691 *ホ
0.116 
643 
1892.93 
3.690 * 
0.063 
0.033 
<1.019
-0.575 
0.180 
ー1.022 + 
-0.383 
1.052 
-0.793 
608 
2237.34 
2.838 * 
0.06 
0.119 
-0.682 
-0.479 
0.197 
< 0.798 * 
0.370 
-0.771 
0.272 
608 
2237.10 
2.988 * 
0.056 
の規定要因を探ることによって、より詳細な家事頻度の規定要因が明らかになると考えられ 。そこで、次に夫と妻それぞれの家事頻度の規定要因について見ていく。表四は夫の家事頻度の規定要因の分析結果である。モデルの構成は表三と同様である
ok
のの値から男女の回答ともに、モデル
Eが採択され
る。男性回答を見ていくと、夫の労働時聞が有意となっており、夫の労働時聞が増加すると夫の家事頻度は減少する。夫、か性別役割分業を肯定していると夫の家事頻度は減少す 。女性の回答を見ていくと の母が同居すると夫の家事頻度、か減少し、妻の年収が上昇すると、夫の家事頻度 増加 。 労働時聞が増加する 夫の家事頻度が減少し 情緒サポート主成分の得点が高い 、夫の{杢事頻度は増加する。
ここまでの分析結果、
つまり、夫の相対的な家事割合の規定要因(モ
デル
E)
と、夫の家事頻度の規定要因(モデル
E〉の分析結果をまとめ
ると次の表五のようになる。重回帰分析の結果、有意な正の効果のあった変数のところにプラス、負の効果があった変数のところにマイナスの符号をつけている。夫階層と妻の従業上の地位は有意な効果、かなかったため、省略している。相対的資源仮説より下に位置していて、有意な効果のあった変数は四角 囲
一見して、夫の相対的家事割合と夫の家事頻度の規定要因は
んでおり、ほぼ一致していることが分かる。唯一異 るのは、綱かけ 部分、すなわち、女性回答の正規と性別役割分業肯定主成分 交互作用項 負の効果である。ここまで 分析から、夫 相対的家事割合は、おおむね夫自身の家事頻度の増減によって左右されてい ことが想定される。そして、
結果のまとめ①表 5
男性回答では、男性側の要因、
つまり、
夫の労働時間と夫の性別役割分業肯定主成分が効果をもち、女性回答では、主に女性側の要因、り、妻の年収と情緒的サポート主成分が効果をもつのである。網かけ部分については、夫の相対的な家事割合にのみ有意
家事頻度に対しては有意な効果がみられなかった。このことから、妻が
な効果があり
正規で分業肯定の場合に、夫の相対的家事割合を低下させる要因は、妻家事頻度の 定要因を見ていこう。の家事頻度の増大であることが予想されるのである。そこで、次に妻の表六は妻の家事頻度を従属変数とする重回帰分析の結果である。とのや調整済み
R
二乗の値から男性回答ではモデル
Iが、女性回答ではモデ
ル皿が採択される。男性回答 モデルーについて見ていくと、夫の母同居によって妻の家事頻度が増加する。これは品田(一九九六)や稲葉(一九九八)で示された結果と一致している。しかしな ら、夫は自分
つま
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(定数)
ニーズ仮説
末子年齢 0.004 -0.003 
まとものλJ数ー 0.485 0.520 
代替資源仮説
夫の母同居ダミー 1.485 • 1.493 •. 1.557 紳 ー0.607 -0.589 -0.693 
裏!p.震関属'!.ミー 0.987 -0.944 -0.963 -1.467 • ー1.385 +ー ー1.288 + 
相対的資源仮説
本人教育年数ー配偶者教育年数 且254 . 0.247 0.236 
夫教育年数 且260 -0.253 -0.246 
本人収入配偶者収入 0.003" 0.003" 0.003" 
蓑集収 9..001.................9.,9.9.9...................9 . 9.9. 
時間制約仮説
去一鼠1lt;.日'.ji1働l時J閉1.................................:9...9..~.~...............~9.，9. ?1..............:.9. 97.? 
夫階層
夫専門管理ダミベ問f) ー ー
夫事務営業ダミー -0.254 -0.276 -0.219 
夫販売サービスダミー 0.317 0.283 0.354 
夫技能労務ダミー 0.583 -0.600 -0.557 
去農業笠ミ一 一也~4.? ..............~9.，~~~..............:.9)!.1.1.. 
妻従業上の地位
妻無職ダミー(間的
妻正規ダミー
妻パートダミー
重窒盤笠豆=
夫婦関係良好主成分{本人回答)
性則lli割骨婁宵宜主成骨{本人回答)
妻E規x性別役割分業肯定主成分
妻パートX性別役割分業肯定主成分
事室憧椎草者 x性別骨割骨婁宵jf'主成分
N 615 
A1C 2208.54 
F値 6.010 料
相轄藩.;，.R2曇 且115
料þ(且01.句(0.05.+p(且 1 (注)数値は非標準化偏回帰係数
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33.031" 32.856 *. 32.919" 
妻の家事頻度の規定要因
一一星盤且査
モデル I モデルE モデルE
31.058" 30.990" 30.595" 
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の母同居によって、妻の家事頻度が増大していると回答しているが、女性の回答では、夫の母同居ダミ
l
の効果が有意ではなく、符号はマイナ
スである。この男女の捉え方の差異は興味深い。さらに、夫と妻の収入差が大きいほど妻 家事頻度、か増し、妻が正規雇用で就業していると無職に比べ、妻の家事頻度 減少する。情緒的サポート主成分や性別役割分業肯定主成分については、有意な効果、がない。女性回答のモデル
Eに
ついてみていくと 子ども 人数が増えると妻 家事頻度は増加し、妻の収入が増加すると妻の家事は減少する。妻が正規就業で 、妻の家事頻度は減少するが、妻、か正規で性別役割分業を肯定しているほど 家事頻度は増加する。ここで、女性回答 モデル
E
をみると、性別分業肯定
主成分の主効果が有意であるが、
モデル
E
では、その主効果は消えてい
るのである。つまり、八刀業肯定であるほど、家事頻度が増える効果は、妻が正規 ものにおいて、 であるほ をより多く行うという効果であったことが、モデル
Eとの比較で明らかとなった。
以上の結果をまとめると次の表七のとおりとなる。表七は表六に妻家事頻度の分析結果を加えたものである。この表七の妻家事頻度の規定要因をみると、左側の二つの結果(夫の
家事相対割合・夫家事頻度)とは大きく異なっている とが分かる。まず、男性の意識、
つまり性別役割肯定主成分は妻の家事頻度に影響を及
ぼしていない。そして男女双方の回答で、妻、か正規であることが無比べて、妻の 頻度を低下させている。さらに女性 回答で、正規性別役割分業肯定主成分の交互作用が正の を持 ている。つまり表六で確認した、女性回答における夫の相対的家事割合を低下させていた
網かけ部分の効果は、女性自身の家事頻度の増減によってもたらされていたということが明らかとなった。しかし、妻が正規で家事が減少したことによる効果はどこに吸収されている は明らかではない。妻の年収による夫の家事頻度の増加や情緒的サポートによる夫 家事頻度の増加に吸収されてい 可能性が考えられる。結果のまとめ②
夫相対的割合 夫家事頻度 妻家事頒度
男性回答 女性回答 男性回答 i 女性回答 男性回答 女性回答
ーズ仮説
末子年齢
子どもの数 + 
代替資源仮説
夫の母同居 + 
妻の母同居
相対的資源仮説
本人と配偶者の教育年数差
夫教育年数
本人と配偶者の収入差 + 
妻年収 + I + 
時間制約仮説
夫の労働時間
夫階層
専門管理
事務営業
販売サービス
技能労務
農業
妻従業よの地位
無職
正規
パート
家族
情緒的サポート主成分 + + 
性別役割分業主成分
正規×性別役割分業主成分 + 
パート×性別役割分業主成分
家族×性別役割分業主成分
表 7
五.議論・考察以上の分析結果を、仮説を検証しながら確認していく。まず、
1.
妻の従業上の地位による差異仮説であるが、これは、女性
回答において、正規就業の妻の家事頻度、か、無職の妻より低いという部分のみ支持された。逆にいえば、妻が正規就業であっても、パート就業であっても、無職の妻をもっ夫と比べて、夫の家事頻度は増えないとうことである。
2.
性役割イデオロギー仮説については、男性回答では、夫の相対的
家事割合・家事頻度と に支持された。つまり、夫が性別役割分業を肯定していると夫自身の相対的家事割合・家事頻度はともに減少する。しかしながら、女性の回答 は、採択されたモデル おいては、夫の相対的家事割合・ 頻度、妻の家事頻度のいず に対しても主効果として有意な効果はなかった。
3.
性別役割分業意識と従業上の地位による差異仮説については、男
性回答では支持されなかった。
一方、女性の回答では、正規と性別役割
分業肯定主成分の交互作用項に有意な効果があった。すなわち、夫の相対的家事割合に対しては、妻が正規でハ韮未を肯定していると負の効果があり、妻の家事頻度に対しては、妻が正規で分業を肯定していると正の効果があることが明らかとなった。
以上のことから、本稿で得られた新たな知見は、中核的な市場で働いていると考えられ 正規就業の女性の家事頻度 、性別役 分業意識によっ 差異化されてい ということである。性別役 分業を肯定している正規就業の妻は、肯定していないも 比べ 、より多くの を
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ていて、そのことが夫の家事の相対的な割合を低下させている。ハ韮未肯定派の正規就業の女性は、多く をすることによって、国立ロ町田
(3E)
がいうところの ジェンダ
1
・ディスプレイを、体現しているのかもし
れない。胃
58(3E)
が示したのは、妻への経済的依存度の高い夫、
つまり、妻より少なく稼ぐ夫ほど、家事時聞が少ないというものであった。それとは逆に、日本では ハ韮未を肯定し、かつ中核 市場で働く妻が、家事も行うことで象徴的女性らしさを示している可能性が考えられる。UZH52B(】∞
3H3
∞唱)は、「夫婦の連帯の根源であるものは性的
分業である」と述べている 、女性が多く家事をすることによって夫婦の安定性が保たれるのであろうか その点については、今後の課題としたい。性別役割ハ韮宋を肯定しつつ、正規で働き、家事も分担している女性は、
家事分担をより多く担うという点では、ハ韮未肯定という意識と 実態が一致しているといえる。このような、性別役割分業意識による 分担の差異が生じた要因としては、正規就業 女性の中でも働き方が異なり、労働時間の長さや責任 重さといっ こ が家事分担の差につり、家事頻度 実際に低下している正規の女性 性別役割分業を否定し、家事分担の差が性別役割分業意識の差につな てい という逆の因果も考えられる。いずれにせよ、性別分業 変革に向け は、労働条件ども含めて、さらに詳細な検討を行う必要があ だろ情緒的サポートについては、女性の回答でのみ効果がある。妻の悩みを聞き、妻を高く評価し 妻に助言アドバイスをする夫は、家事も多く行う傾向がある。しかし この点についても、因果、か逆である可能性が
34 
考えられ、留意が必要である。家事を多く分担してくれる夫を、妻が、情緒的サポートも提供してくれていると評価している可能性もあるからである。また、男性回答では、妻が提供する情緒的サポートの量によって、妻の家事頻度に対する回答に差がない点にも留意すべきであろう。本稿では、最新の全国規模の調査デ
l
タを用いて詳細な分析を行うこ
と
よ
り
夫
婦
の
室
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造
や
規
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要
因
の
差
異
女
，性
の
正
規
就
業
と
性別役割分業意識及び 分担との関連につい 、新たな知見 得ることができた。家事分担というテ
l
マは「市場」と寸家族」、有償労働と
無償労働をつなぐ要であり、近年注目されてい ケア労働の一部を構成するものである。少子高齢化 労働力人口の減少という日本社会の趨勢のなかで、家事分担や性別ハ韮未の問題は、今後もより一層注視 いくことが求められる。付
記第三回全国家族調査(ZEg
デ
l
タの使用にあたっては、日本家
族社会学会全国家族調査委員会の許可を得た。記して感謝いたします。注(l)
結婚後は、夫は外で働き、妻は家事労働に専念すべき。母親は、子どもが小さいうち 仕事を持たず 子育てに専念すべき。男女は違った育て方をすべき。の三項目とし、
一全く賛成、回全く反対、と回答したものを主
成分分析している。
(2)
本人と配偶者の過去一年間の健康状態について、「大変悪い」と回答した者についても、分析から除外している。
(3)
主成分得点は以下のとおりである。
付表 1 性別役割分業肯定主成分
性別役割分業肯定主成分(男性)
0.827 
0.801 
0.795 
1.958 
65.264 
性別役割分業育宜主成分
(ア)男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである
(イ)子どもが3歳くらいまでは、母親は仕事を持たず育児に専念すべきだ
(ウ)家庭を(経費的に)養うのは男性の役割だ
固有値
盆盤
クロンパックα=0.734
性別役割分業肯定主成分(女性)
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一位引
????。。守，。。--O
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一
1
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性別役割分業肯定主成分
(ア)男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである
(イ)子どもが3歳くらいまでは、母親は仕事を持たず育児に専念すべきだ
(ウ)家庭を(経済的lこ)養うのは男性の役割だ
固有値
盆
クロン1\ッヲα=0.735
(4)
主成分得点は以下のとおりである。
情緒的サポート主成分付表 2文
献
情緒的サポート主成分(男性)
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一引
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00R
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《ununu-
『F
情緒的サポート主成分(女性)
0.914 
0.875 
0.914 
2.438 
81.251 
情緒的サポート主成分
(ア)配偶者は、わたしの心配ごとや悩みごとを聞いてくれる
(イ)毘偶者は、わたしの能力や努力を高〈評価してくれる
(ウ)配偶者は、わたしに助言やアドバイスをしてくれる
固有値
盆盤
クロン1\ック α=0.842
情緒的サポート主成分
(ア)配偶者は、わたしの心配ごとや悩みごとを聞いてくれる
(イ)配偶者は、わたしの能力や努力を高〈評価してくれる
(ウ)配偶者は、わたしに助言やアドバイスをしてくれる
固有値
盆盤
クロン1\ックα=0.884
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The Effects of Wife's Regularly Working and 
Couple's Gender Role Attitudes on the Division of Household Labor 
-Analysis of NFRJ08 Data-
INUIJunko 
The article provides an empirical examination of the determinants of the division of household labor in 
contemporary Japan by using National Family Research of Japan 08 (NFRJ08) data, focusing on wife's work 
status and how they think about gender roles. It has been mainly examined "the relative resources hypothesis", 
"the demand/response capability hypothesis" and "the gender role ideology hypothesis" as the factor of the 
division of household labor, especially husband's participation in domestic labor. 
This paper examines how some factors affect not only on husbands' participation but also wives' one and 
husbands' relative participation of household labor. It focuses on 3 hypotheses that are "making differences 
by wife's work status hypothesis" "gender ideology hypothesis", and "making differences by the interaction of 
gender role attitudes with wife's work status hypothesis". 
OLS regression results from NFRJ08 data clarifies that wives who work on regularly do fewer 
housework than non-working wives but wives who have part time work do as almost same as non working 
wives. Meanwhile, it clarifies that husbands of working part time wives don't do more housework than their 
counterparts of non working wives and that husbands who agree with the sexual division of labor do less 
housework, and that husbands who emotionally support their wives do more housework and finally that wives 
who work regularly and agree with traditional division of labor do more housework than regularly working 
wives who don't agree with that. 
Key Words : gender division oflabor, regular worker, frequency of household labor, distribution of household 
labor between couples, gender role attitudes 
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